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　大都市圏から地方へ人の流れを作り、将来の定住を目指しな
がら、地方の活性化への貢献を目指すプログラム「地域おこし
協力隊」。市で活動する６人の隊員たちの活動を紹介します。
【問】市観光課（☎77・8563）、市水産振興課（☎77・8752）
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引き継がれる
柳川観光への熱い想い

　いよいよ 2 月 11 日から始まる春の風物詩「柳川
雛
ひな

祭りさげもんめぐり」。祭りの始まりを告げる「お
ひな様始祭・行列」を皮切りに、4 月 3 日までさま
ざまな催しが市内のいたるところで実施されます。
最近よく、「観光客の戻りはどう？」「今年は雛祭
り開催するの？」と観光で訪れた人から質問を受
けます。皆さん雛祭りを楽しみにしている一方で、
新型コロナの感染状況を心配しているのが伝わっ
てきます。これまでのウイルスに比べ、感染力が
強いとされるオミクロン株。県内でも短期間で感
染がこれまでにないほどのスピードで拡大してい
ます。訪れた人をしっかりと「おもてなし」する
には、まず迎え入れる側が元気じゃないといけま
せん。多くの観光関係者がテイクアウト商品を増
やしたり、通販に力を入れたりと、柳川観光の灯
を消さないために地道な努力を続けています。そ
んな観光に対する熱い想いの集大成ともいえる「柳
川雛祭りさげもんめぐり」。皆さんの笑顔が見れる
日を楽しみにしています。

　市内で採れる食材を使って、柳川ならではの「食」
を開発する「やながわ食の学校」。昨年 12 月、約 1
年ぶりに同校の講座を実施することができました。
講師はもちろん、同校の校長で柳川観光大使を務
める中村学園大学の三堂教授です。
　今回取り扱った食材は、有明海
で採れるシオフキ貝と真海老です。
シオフキ貝は、食べられることは
ほとんどなく、「バカ貝」と呼ぶ
人がいるほど。どちらの食材もこ
こ数年は特に多く採れるそうで、「おいしく食べる
方法はないか」という関係者の声から、今回の講
座が実現しました。三堂教授はサラダやパエリア、
パスタなどシオフキ貝と真海老を使った 9 品のレ
シピを提案。また、「シオフキ貝のゆで汁はスープ
のだしに使える」「真海老をかたくり粉で洗うと見
た目がとてもきれいになる」と処理方法などのポ
イントを参加者に伝授してくれました。どのレシ
ピもとてもおいしく、貴重な経験になりました。

食の学校でシオフキ貝と
真海老の新レシピが誕生
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竹下 政志（50歳）

【プロフィル】市観光課に所属。観光プラ
ットフォーム構築を担当

齊藤 千絵（34歳）

【プロフィル】市水産振興課に所属。食と人
材づくりのコーディネーターを担当
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